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アウトドアの耶馬溪
 中津市耶馬溪町
　耶馬溪町商工会では、観光地"耶馬溪”のブランド
の復権と確立を図ることを目的に全国展開プロ
ジェクト事業を実施しました。
　紅葉と同様に新緑、水、空気などの自然資源に恵
まれた耶馬溪の魅力を生かしたアウトドアをテー
マとする体験型観光の開発を行いました。山国川沿
いの風景を楽しみながらのサイクリングや大谷渓
谷でのリバーウォーク、農業・農産加工体験、木工作
りなどのモニターツアーを企画しながら、地域全体
を巻き込んだ観光ＰＲに取り組みました。
　7Pもご覧下さい。

アウトドアの
耶馬溪

●リバーウォー
ク体験

●サイクリング

大谷渓谷周辺に広がる
一枚岩盤の河床をのん
びり歩くとひんやりと
した感触とキラキラ光
る川面が楽しめる。
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開
会
に
あ
た
り
、
清
家
県
連
会

長
は「
こ
の
4
月
に
、新
し
く『
中

津
市
し
も
げ
』『
宇
佐
両
院
』『
日

田
地
区
』『
九
州
ア
ル
プ
ス
』『
豊

後
大
野
市
』『
佐
伯
市
番
匠
』『
佐

伯
市
あ
ま
べ
』
の
7
つ
の
商
工

会
が
誕
生
し
、
7
月
に
は
『
西
国

東
商
工
会
』
が
誕
生
す
る
運
び
で

あ
る
。
新
体
制
の
商
工
会
と
し
て

各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

商
工
会
を
取
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
周
辺
部
地

域
の
活
性
化
を
担
う
唯
一
の
総
合

経
済
団
体
と
し
て
、
地
域
に
密
着

し
た
支
援
事
業
を
取
り
組
ん
で
い

く
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

 

総
会
で
は
第
1
号
議
案
か
ら
第

5
号
議
案
ま
で
が
審
議
さ
れ
、
平

成
19
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

度
は
、『
会
員
の
た
め
の
商
工
会

へ
・
一
層
の
改
革
を
す
す
め
る
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
商
工
会

青
年
部
・
女
性
部
が
核
と
な
り
取

り
組
ん
だ
地
域
活
力
増
進
事
業
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た

提
案
型
指
導
の
実
践
を
徹
底
し
た

巡
回
訪
問
の
実
施
、
合
併
後
を
想

定
し
た
商
工
会
の
中
期
運
営
方

針
と
し
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

作
成
等
に
取
り
組
ん
だ
実
績
を
報

告
。
ま
た
、
第
6
号
議
案
の
役

員
の
補
欠
選
任
で
は
、
新
理
事
に

金
碇
長
一
郎
氏(

佐
伯
市
あ
ま
べ

商
工
会
長)

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
各
種
表

彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度

   

通
常
総
会
開
催

平
成
20
年
度
の
商
工
連
通
常
総
会
が
5
月
26
日
、

県
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
、
広
瀬
県
知
事
、
阿
部

県
議
会
議
長
、
安
藤
商
工
会
議
所
連
合
会
長
ほ
か
多

数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
等
6
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（事業者向け融資商品 好評発売中）「がんばる中小企業」を力強くサポートします!

お気軽にご相談ください。

挨拶をする清家会長挨拶をする広瀬知事

「会員のための商工会へ・一層の改革をすすめる」をスローガンに
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県
女
性
連
、
秦
会
長
を
再
任

　

県
女
性
連
通
常
総
会
・
商
工
女
性
の
主
張
発
表

　

県
大
会
・
指
導
者
研
修
会

県青連・県女連 平成20年度 通常総会開催

役 職 名 氏 名   所 属 商 工 会
会 長 中 山　 暁 香 々 地 町
副 会 長 菊池 尚志 庄 内 町
〃 衛藤 隆彰 豊 後 大 野 市

理 事 佐藤 治一 中津市しもげ
〃 志丸 忠雄 国 東 町
〃 柿本 光之 日 出 町
〃 田坂 裕之 玖 珠 町
〃 渡邉 憲二 豊 後 大 野 市
〃 富 松　 誠 佐伯市あまべ

監 事 片桐 健二 日 田 地 区
〃 河野 豊和 佐 伯 市 番 匠

右から　木島裕美、矢野正美、江原加代子、秦勝子会長、
渡辺房子副会長、後藤慶子、富松誠子 (敬称略 )

役 職 名 氏 名 所 属 商 工 会
会 長 秦　 勝 子 九州アルプス
副 会 長 渡 辺  房 子 玖 珠 町
〃 吉 弘  貞 子 日 出 町

理 事 渡 辺  初 美 真 玉 町
〃 江原  加代子 国 見 町
〃 矢 野  正 美 九 重 町
〃 工 藤  睦 子 豊 後 大 野 市
〃 宮 成  君 子 豊 後 大 野 市
〃 小 野  咲 子 佐 伯 市 番 匠
〃 塩月  キソエ 佐伯市あまべ

監 事 佐 藤  直 美 宇 佐 両 院
〃 野村  カオル 日 田 地 区

県
青
連(

中
山
暁
会
長)

は
、
5
月
9
日
、
大
分

県
中
小
企
業
会
館
で
平
成

20
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
日
田
地
区

商
工
会
青
年
部
の
片
桐
健

二
部
長
が
議
長
と
な
り
、

平
成
19
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、
平
成
20
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
、

会
費
の
賦
課
・
納
入
方
法

等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
・

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
は
、
次
の

4
つ
を
重
点
事
業
に
掲

げ
、
各
種
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ 
商
工
会
合
併
に
伴
う

組
織
強
化
及
び
青
年

部
活
動
の
充
実

Ⅱ 

地
域
活
性
化
策
の
推

進
Ⅲ 
経
営
者
と
し
て
の
資

質
向
上

Ⅳ 

会
員
福
祉
共
済
事
業

の
推
進

役
員
改
選
で
は
、
再
選

を
含
む
11
人
の
役
員
が
選

任
さ
れ
、
県

青
連
会
長
に

は
中
山
暁

(

香
々
地
町)

氏
が
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
選
は
、
商
工

会
合
併
に
よ
る
商
工
会
数

の
減
少
に
伴
い
、
規
程
が

改
正
さ
れ
、
役
員
定
数
が

減
少
し
た
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
同
日
、
青
年
部
長

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

青
年
部
は
、
現
在
、
商

工
会
合
併
に
よ
る
組
織
再

編
の
環
境
に
あ
る
た
め
、

組
織
強
化
対
策
の
観
点
か

ら
、(

株)

大
分
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
強
化
部

長
の
原
靖
氏
を
講
師
に
招

き
、「
組
織
力
の
強
化
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題

し
て
の
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

中山県青連会長 (香々地町 )

県青連役員名簿

県女連役員名簿
大
分
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会（
秦
勝
子
会
長
）は
、

5
月
8
日
大
分
市
で
、
平

成
20
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
19
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
20
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、任
期
満
了（
3
年
）

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
秦

勝
子
会
長
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

 

ま
た
、
商
工
女
性
の
主
張

発
表
県
大
会

及
び
指
導
者

講
習
会
が
同

時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
張
発
表

県
大
会
で
は
最

優
秀
賞
は
県
北

B
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
江
原
加

代
子(

国
見
町)

さ
ん
が
受

賞
し
、
7
月
に
福
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
の

大
分
県
代
表
と
な
り
ま
し

た
。指

導
者
講
習
会
で
は
ミ

デ
ィ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役

の
大
木
ミ
ヤ
子
講
師
が
「
女

性
経
営
者
と
し
て
の
生
き

方
」
と
題
し
、
自
ら
の
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
お

話
し
に
な
り
、
女
性
部
員

の
共
感
を
得
て
い
ま
し
た
。

青年部長研修会の様子

県
青
連
、中
山
会
長
を
再
任
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ご利用ください !! ご利用ください !! 

商工貯蓄
共済融資制度

7月1日 西国東商工会発足へ

合併契約書へ調印合併契約書へ調印
商工会
合併情報
Vol.12

商工会
合併情報
Vol.12

融資金額
返済期間 積立額内 積立額

3倍以内
積立額4倍以内
(一部4倍適用
の場合も同様 )

特例適用
(一部特例適用
の場合も同様 )

1 年 以 内 1.15% 1.625% 1.725% 1.825%

1年超え7年以内 1.15% 1.725% 1.825% 1.925%

7年超え10年以内 1.15% 2.225% 2.325% 2.425%

平成20年度商工貯蓄共済融資利率表

※詳しくは地元の商工会にお問い合せください。

香々地町商工会(堂園慶吾会長)と真玉町商工会(菅
健雄会長 ) は 5 月 13 日に西国東地域商工会合併契約
書調印式を開催し、7月 1日に両商工会は解散し、新
たに西国東商工会を設立することに正式に合意しま
した。冒頭、合併協議会長の菅会長が挨拶し、「経営
者の高齢化や過疎化の進展により、区域内の事業所
数の減少が続いているが、今まで以上に地域に役立
ち、会員の期待にこたえる商工会となるよう、更に
努力を重ねていきたい。」と述べました。その後両商

工会長が合併契約書に調印、立会人である大分県の米
田商工労働部長、豊後高田市の永松市長、清家県連会
長が署名しました。
新たに設立される西国東商工会は本所を現真玉町商

工会館、支所を豊後高田市香々地庁舎内の現香々地町
商工会に置き、豊後高田市の旧香々地町、旧真玉町の
地区がエリアとなります。

5

第63回国民体育大会
ここから未来へ 新たな一歩

平成２０年
 ９ 月２７日（土）
 ▶ １０月 ７ 日（火）
水泳競技 ゴルフ競技
フェンシング競技
 ９月１１日(木)
 ▶１５日(月・祝)

第8回全国障害者スポーツ大会
笑顔、元気、ともに未来へ 新たな一歩

平成２０年
 １０月１１日(土) 
 ▶ １０月１３日（月・祝）

平成　　　年　　月　　日

●あなたの職業は
①小売業 ②製造業 ③建築業 ④サービス業 ⑤その他

●あなたは商工会員ですか ①はい　②いいえ

〈あなたのご意見〉
●商工会の職員・サービス・事業などについてご自由に
お聞かせください。

─────────────────────
─────────────────────
─────────────────────
─────────────────────
─────────────────────
─────────────────────
─────────────────────
─────────────────────
貴重なご意見をありがとうございました。
お差し支えなければ、下記に氏名及びご住所をご記入ください。

〔氏名〕 _________________________________________________

〔住所〕 _________________________________________________

ご意見募集コーナー

広報紙「かるふ～る」を
ご愛読の方へ

　このたびは、「かるふ～る」をご愛読いただきまして、
誠にありがとうございます。
　掲載内容をお楽しみいただけましたでしょうか。
　私どもは皆様に心を込めた、より良いサービスをご
提供できますよう、常日頃心がけておりますが、商工
会及び大分県商工会連合会に対して何かお気づき
の点がございましたら、何なりとご指摘をいただけれ
ば幸いに存じます。
　つきましては、誠にお手数ながらご意見ご感想を
葉書裏面にご記入いただき、ご投函くださるようお願
いいたします。

大分県商工会連合会

問い合わせ先
各商工会または　チャレンジ！おおいた国体・おおいた大会
 実行委員会事務局（県国民体育大会・障害者スポーツ大会局）
 ☎097-537-2008

ハンドタオル
（サイズ20㎝×20㎝）

400円

左から 米田県商工労働部長 堂園香々地町会長 菅真玉町会長
永松豊後高田市長 清家商工連会長

左から 調印をする堂園会長（香々地町商工会）
菅会長（真玉町商工会）
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料金受取人払郵便

差出有効期間
平成21年6月
30日まで

大分支店
承　認

730

 郵便はがき

8 7 0  8 7 9 0

大
分
県
大
分
市
金
池
町

3

丁
目

1-

64

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

行

 

ご
意
見
募
集
コ
ー
ナ
ー
係

中野社長

Q

　

事
業
所
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

A　

平
成
18
年
8
月
ま
で
、前
身
の「（
株
）

中
野
商
店
」
が
酒
造
用
資
材
を
販
売
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
18
年
9
月
に
大
分

県
の
支
援
を
受
け
「
み
ろ
く
酒
造
（
株
）」

と
な
り
、
焼
酎
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
最
初
は
地
元
の
方
々
に
大
麦（
ニ

シ
ノ
ホ
シ
）
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
麦

焼
酎
か
ら
つ
く
り
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
「
麦
」・「
芋
」・「
そ
ば
」
の
3
種
類

の
焼
酎
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

Q　

主
に
ど
ん
な
商
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
か
?

A　

地
元
山
香
・
大
田
地
域
の
大
麦
で
つ

く
っ
た
麦
焼
酎
「
十じ
ゅ
う
お
う王
」。 

豊
後
大
野
市
産
の
サ
ツ
マ

イ
モ
「
黄
金
千
貫
」
で
つ

く
っ
た
い
も
焼
酎
「
郷さ
と

の

一い
っ
こ
ん魂
」。
豊
後
高
田
市
産
の

そ
ば
の
実
で
つ
く
っ
た
そ

ば
焼
酎
「
六ろ
く
ご
う郷
」。
ど
れ

も
仕
込
水
に
は
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
国
際
最
高
品

質
賞
受
賞
の
水
を
使
い
、

原
料
の
良
さ
を
最
大
限
に

引
き
出
し
た
逸
品
ば
か
り

で
す
。

Q　

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　

以
前
か
ら
、
農
業
の
振

興
な
く
し
て
は
地
域
活
性
化
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
し
た
私
は
、
大
分
県
の

「
合
併
地
域
活
力
創
造
特
別
対
策
事
業
」

を
知
り
、
こ
れ
を
活
用
し
て
地
元
産
原

料
を
使
っ
た
焼
酎
づ
く
り
を
始
め
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。

　
　

全
て
は
「
地
元
農
家
の
た
め
」
と
い

う
思
い
で
焼
酎
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た

が
、
お
か
げ
さ
ま
で
そ
の
製
造
・
販
売

数
量
は
順
調
に
伸
び
て
き
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
大
麦
生
産
量
も
順
調
に
増
え
、

芋
や
そ
ば
も
十
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
は
さ
ら
に
製
造
・
販
売
数
量
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

今
後
の
展
望
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

A　

実
は
一
昨
年
、
J
R
の
廃
ト
ン
ネ
ル

を
払
い
下
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

ト
ン
ネ
ル
は
強
度
が
あ
り
、
温
度
や
湿

度
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
為
、
焼
酎
の
貯

蔵
熟
成
庫
と
し
て
最
適
な
の
で
す
。
今

後
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
焼
酎
を
貯
蔵
し
、

こ
こ
を
拠
点
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
当
社
商
品
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い

き
な
が
ら
販
売
数
量
を
増
や
し
、
農
家

の
方
々
の
所
得
が
向
上
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢・飛躍・挑戦 12
会 社 概 要

事業所名 みろく酒造(株)
代 表 者 中野勢三
所 在 地 杵築市大字南杵築2487-1
創 業 昭和57年8月
資 本 金 25,000千円
従業員数 4人
主力商品 麦焼酎「十

じゅうおう

王」、いも焼酎「郷
さ と

の一
い っ こ ん

魂」、そば焼酎「六
ろ く ご う

郷」

みろく酒造（株）

右
か
ら　

い
も
焼
酎
「
郷さ
と

の
一い
っ
こ
ん塊
」　

麦
焼
酎
「
十じ
ゅ
う
お
う王」　

そ
ば
焼
酎
「
六ろ
く
ご
う郷
」
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大
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目
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大
分
県
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会
連
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会　

行

 

ご
意
見
募
集
コ
ー
ナ
ー
係

右から (敬称略 )　井出信一九州経済産業局産業部次長
濱田洋商工連副会長　堤俊一郎商工連専務理事

二宮誠一郎県商工労働企画課長

耶
馬
溪
町
商
工
会
の

  

全
国
展
開

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

耶
馬
溪
町
商
工
会
の

  

全
国
展
開

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

商
工
連
で
は
、
中
小
企
業

を
支
援
す
る
経
済
産
業
省
の

新
規
施
策
「
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
」
の
開
始
に
伴
い
、「
地

域
力
連
携
拠
点
」
及
び
「
事

業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

開
所
式
を
5
月
30
日
に
行
い

ま
し
た
。

開
所
式
で
は
、
看
板
を
設
置

し
た
後
、
濱
田
商
工
連
副
会
長

が
、「
や
る
気
の
あ
る
小
規
模

企
業
の
経
営
力
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
拠
点
機
能
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
地
域
の
中
小
企
業

に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
拠
点
に

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
井
出
信
一
九

州
経
済
産
業
局
産
業
部
次
長
、

二
宮
誠
一
郎
県
商
工
労
働
企
画

課
長
、
佐
藤
修
国
民
生
活
金
融

公
庫
大
分
支
店
長
ら
か
ら
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
「
地
域
力
連
携
拠
点
」

及
び
「
事
業
承
継
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
小
規
模
企
業
の

様
々
な
経
営
課
題
に
対
し
、
迅

速
か
つ
、
き
め
の
細
か
い
支
援

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

国
に
316
カ
所
、
事
業
承
継
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
全
国

に
102
カ
所
が
国
の
重
点
施
策
と

し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、

「
新
た
な
経
営
方
法
の
導
入
に

よ
る
経
営
力
の
向
上
」、「
経

営
革
新
・
地
域
資
源
活
用
・

農
商
工
連
携
等
に
よ
る
新
事

業
展
開
」、
更
に
は
、「
創
業
・

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、「
事
業
承

継
」
等
の
経
営
課
題
を
持
っ

た
相
談
者
に
対
し
、
窓
口
専

門
家
や
専
門
家
派
遣
に
よ

り
、
最
良
の
支
援
方
策
を
導

き
出
し
、
課
題
の
解
決
を
図
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
の
実
施
体

制
と
し
て
は
、
商
工
連
を
始

め
、
県
内
に
下
表
の
と
お
り

3
拠
点
と
拠
点
と
同
様
の
業

務
を
行
う
2
つ
の
応
援
セ
ン

タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト(

全
国
展
開
支
援
事
業)

」
は
、
全
国

の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
が
地
域
の
事

業
者
と
一
丸
と
な
っ
て
行
う
、
地
域
の

資
源
を
活
か
し
た
新
商
品
の
開
発
や
観

光
資
源
の
開
発
な
ど
、
全
国
規
模
の
市

場
展
開
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
て
幅
広
い
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

中
津
市
耶
馬
溪
町
は
、
年
間
90
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
で
あ
り
、

「
耶
馬
溪
」
は
全
国
的
に
知
ら
れ
る
景

勝
地
で
す
。
し
か
し
、近
年
の
観
光
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
や
地
域
間
競
争
の
激
化
な

ど
に
よ
り
、
観
光
客
数
が
伸
び
悩
み
、

「
耶
馬
溪
」
の
ブ
ラ
ン
ド
の
復
権
と
確

立
の
た
め
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

観
光
振
興
策
が
急
務
で
あ
る
と
さ
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
を
テ
ー
マ
に

し
た
体
験
型
観
光
の
整
備
」
と
「
新
た

な
特
産
物
加
工
品
の
試
作
研
究
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
表
紙
で
紹
介
し
た
、

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
の
他
に
ア
ウ

ト
ド
ア
マ
ッ
プ
の
作
成
、
柚
子
こ
し
ょ

う
ふ
り
か
け
や
柚
子
入
浴
剤
な
ど
の
地

域
素
材
を
活
用
し
た
商
品
開
発
も
行
い

ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
い
っ
そ
う
充
実
し
た
「
も
て

な
し
」
の
体
制
作
り
に
力
を
入
れ
ま
す
。

地域力連携拠点・事業承継センター一覧
お お い た 北 部 地 域 力 連 携 拠 点
( 中 津 市 し も げ 商 工 会 ) TEL 0979-54-2073 お お い た 豊 肥 地 域 力 連 携 拠 点

( 豊 後 大 野 市 商 工 会  ) TEL 0974-22-1193

お お い た 南 部 地 域 力 連 携 拠 点
( 佐 伯 市 あ ま べ 商 工 会 ) TEL 0972-33-0217 おおいた東部経営力向上応援センター

( 杵 築 市 商 工 会 ) TEL 0978-62-2539

おおいた西部経営力向上応援センター
( 日 田 地 区 商 工 会 ) TEL 0973-57-2976 大分県商工会連合会地域力連携拠点

大分県商工会連合会事業承継支援センター TEL 097-534-9507

相談者
（商工業者・創業者等）
・経営革新
・ＩＴを活用した経営管理
・知的資産経営管理
・地域資源の活用による商品開発等
・事業承継

まずは最寄の商工会へ
相談してください！

経
営
力
向
上

商
工
会

事
業
承
継

経
営
診
断
等
に
よ
る

状
況
把
握

経
営
戦
略
等
の
立
案

経営革新、経営計画策定

地域資源活用、農商工等連携

創業・再チャレンジ

ビジネスマッチング

専門家
派遣

専門家
派遣

事業承継センター

地域力連携拠点

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

地域力連携拠点・事業承継センターの支援の流れ

地域力連携拠点・事業承継支援センター設置!



㈲林田食品工場  海の食膳
■はもの皮巻 約200g・太刀魚の一刀巻 約170g・太刀魚蒲鉾 約200g

中に入っているごぼうは、鱧の骨でとった出汁で柔らかく煮込み、そのご
ぼうを鱧をふんだんに使ったすり身で握り、皮を巻いてじっくり焼き上げ
ました。そのままお召し上がるのが一番ですが、お好みにより、わさび醤油
などでお召し上がり頂いても美味しいです。

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
、

伝
統
の
製
法
か
ら
作
ら
れ
る

こ
だ
わ
り
の
逸
品

私たちが
お届けします
海のおいしさをさらにおいしく、

昔より日本では魚の身をすり、練物として

保存する技術が受け継がれてきました。

林田かまぼこも創業九十余年の伝統を

受け継いでおります。これからも皆様に
おいしさを追求した逸品を

お届けしたいと思っています。

国
東
半
島
の
近
海
で
獲
れ
た
、

新
鮮
な『
は
も
』や『
太
刀
魚
』を
使
い
、

素
材
の
味
を
大
事
に
し
つ
つ

職
人
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

手
作
業
で
仕
上
げ
た
練
物
は
、

素
材
の
旨
味
と『
こ
だ
わ
り
』が

練
り
込
ま
れ
た
逸
品
で
す
。

賞味期限／冷蔵25日

㈲林田食品工場
〒873-0502 国東市国東町田深363
tel 0978-72-0450  fax 0978-72-0450 　　　……………………………………………………… 2,625円（消費税込み）

㈲北崎農園 春の七草
■6g（3g×2袋）……………………………………………… 298円（消費税込み）

地元産の七草（はこべら、すず
な、すずしろ、せり、なずな、ほ
とけのざ、ごぎょう）を乾燥さ

せ、薄い塩味をつけています。火を止める2～3分前に本品を袋から取り出
し、おかゆの中にそのまま入れて軽く混ぜて下さい。また、お味噌汁、お吸い
物、ぞうすい、お茶漬けなどの風味付けと共に春の香りをお楽しみ下さい。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
食
べ
ら
れ
る

美
味
し
い
七
草

私たちが
お届けします
全国どこでも七草をお楽しみ

いただけるよう、丹誠込めて育てた

七草を万全の品質管理体制の下、

乾燥加工しました。安心して

お召し上がり下さい。

私
た
ち
北
崎
農
園
は

農
業
の「
狭
間
」を
活
か
し
た

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
て
お
り
、

七
草
、育
苗
等
の

施
設
栽
培
を
中
心
に
、

価
値
あ
る
作
目
を
選
ん
で

生
産
し
て
お
り
ま
す
。

tel 0978-53-4385  fax 0978-53-4385
〒872-1107 豊後高田市臼野4246

賞味期限／常温1年

㈲北崎農園

大分の『こだわり』を笑顔にのせて
海からのもの、山からのもの、人々の知恵、
ふるさとを思う心。
ふるさと大分の香り漂う自慢の逸品“いいもん”
（＝良いもの）を集めた大分発の新しいブランド
『大分いいもんづくし』。
豊の国から、皆様の“こだわり”に応えられる逸品を
お届けします。

お問い合わせ先
大分県商工会連合会 商工振興課 大分県金池町3-1-64 TEL 097-534-9507
『大分いいもんづくし』Webサイト URL：http://iimon.oita-shokokai.or.jp
 E-mail：iimon@oita-shokokai.or.jp

平
成
二
十
年
七
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
ー
六
四
☎
〇
九
七(

五
三
四)

九
五
〇
七　

印
刷
所
／
㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ


